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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

    ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．第34期、第34期第２四半期連結累計期間及び第34期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額については、潜在株式が希薄化効果を有しないため記載しておりません。 

４．第35期第２四半期連結累計期間及び第35期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、又、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第34期

第２四半期連結
累計期間 

第35期
第２四半期連結

累計期間 

第34期
第２四半期連結

会計期間 

第35期 
第２四半期連結 

会計期間 
第34期

会計期間 

自平成20年
６月１日 

至平成20年 
11月30日 

自平成21年
６月１日 

至平成21年 
11月30日 

自平成20年
９月１日 

至平成20年 
11月30日 

自平成21年 
９月１日 

至平成21年 
11月30日 

自平成20年
６月１日 

至平成21年 
５月31日 

売上高（千円）  3,664,094  2,601,958  2,028,208  1,402,522  6,389,741

経常利益又は経常損失（△）（千

円） 
 404,130  △29,845  294,928  32,652  367,945

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円） 
 127,937  △51,822  165,541  △8,678  107,935

純資産額（千円） － －  10,987,988  10,584,402  10,841,863

総資産額（千円） － －  13,527,285  12,144,104  12,540,507

１株当たり純資産額（円） － －  1,491.73  1,416.57  1,450.55

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円） 

 16.96  △6.95  22.19  △1.16  14.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額又は１株当た

り四半期純損失金額（△）（円） 

 － －  －  －  －

自己資本比率（％） － －  80.9  86.9  86.1

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 192,377  513,184 － －  897,060

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △167,717  △102,302 － －  △290,683

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △132,878  △252,178 － －  △338,907

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
－ －  938,930  1,411,554  1,287,113

従業員数（人） － －  453  463  473
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 当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。 

 当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

(1）連結会社の状況 

 （注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループ外への出向

者を含む。）であり、臨時雇用者（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、契約社員等）は軽微のため、記

載しておりません。 

(2）提出会社の状況 

 （注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、契約社員等）は、当第２四半期会計期間の平均人員を（ ）外数

で記載しております。 

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成21年11月30日現在

従業員数（人）  463

  平成21年11月30日現在

従業員数（人） 365  (29)
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(1）生産実績 

 （注）金額は販売価格（消費税等抜き）によって表示しております。 

(2）受注状況 

 当社グループは需要予測に基づく見込生産をしておりますが、システム製品事業において受注生産を行っており

ます。 

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）販売実績 

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

 当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。  

 又、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

事業の種類別セグメントの名称 
当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成21年11月30日） 

前年同期比（％）

要素部品事業（千円）  1,029,803  69.4

システム製品事業（千円）  242,257  59.5

合計（千円）  1,272,060  67.2

事業の種類別セグメントの名称 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年９月１日 
至 平成21年11月30日） 

受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

システム製品事業  173,945  64.3  110,997  52.2

事業の種類別セグメントの名称 
当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成21年11月30日） 

前年同期比（％）

要素部品事業（千円）  1,171,461  72.0

システム製品事業（千円）  231,060  57.7

合計（千円）  1,402,522  69.2

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】

2010/01/13 10:37:3109610247_第２四半期報告書_20100113103646



（1）業績の状況  

 当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国向けを中心に輸出が回復したことや景気刺激策

により、生産、個人消費などに持ち直しの動きが見られるものの、設備投資の抑制や雇用情勢の悪化など、

景気は厳しい状況が続きました。 

 当社グループが主力とする民間、官公庁向け研究開発分野の下支えと、関連する産業分野、特に半導体業

界において、在庫調整による工場稼働率の持ち直しなど好転の兆しは見られるものの、新規設備投資の低迷

は続いており、売上高は大きな影響を受けました。 

 このような厳しい経営環境のもと、当社グループは、新製品開発を引き続いて強力に推し進めると共に、

内製化促進、残業の抑制等を実施し、経費削減に全力で取り組んでまいりました。 

 その結果、売上高は14億２百万円（前年同期比30.8％減）、営業損失９百万円（前年同期は営業利益２億

５千１百万円）、経常利益３千２百万円（前年同期比88.9％減）となりました。又、四半期純損失は８百万

円（前年同期は四半期純利益１億６千５百万円）となりました。四半期純損失となった主な原因は、賃貸用

不動産の減損損失２千９百万円を計上したことによるものです。 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 要素部品事業  

 当事業におきましては、景気の底打ち感による在庫調整の一巡や経済政策の効果もあり、半導体業界及

び液晶業界からの受注状況は緩やかな回復を続けています。しかし、景気の先行きが依然不透明であるこ

とから、新規設備投資、研究開発予算の執行については極めて慎重になっております。このような環境の

中、バイオ業界向けの自動位置決め装置は直前四半期同様比較的堅調に推移してまいりました。しかし、

半導体業界向けの手動位置決め製品及び液晶業界向けの加工機組込み用光学素子製品は直前四半期に比べ

回復基調で推移したものの、前年同期と比較すると大幅に減少いたしました。その結果、売上高は11億７

千１百万円（前年同期比28.0％減）となり、営業利益は８千８百万円（前年同期比74.3％減）となりまし

た。 

② システム製品事業  

 当事業におきましては、景気の底打ち感による在庫調整の一巡や経済政策の効果もありますが、受注は

弱含みを続けております。比較的堅調に推移していたバイオ関連製品は新政権による歳出削減策の影響が

懸念されており、又、半導体業界及び液晶業界の新規設備投資・研究開発投資については大幅な縮小・延

期の動きが継続しております。このような環境の中、ＦＰＤ業界向けの検査装置組込み用ユニット製品及

び半導体業界向けＯＥＭ製品、更にレーザプロセシングシステムの受注停滞により、売上高は２億３千１

百万円（前年同期比42.3％減）となり、営業損失は１百万円（前年同期は営業利益２千２百万円）となり

ました。 

所在地別のセグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 日本  

 国内は、要素部品事業で、景気の底打ち感による在庫調整の一巡や経済政策の効果もあり、半導体業界

及び液晶業界からの受注状況は緩やかな回復を続けています。しかし、景気の先行きが依然不透明である

ことから、新規設備投資、研究開発予算の執行については極めて慎重になっております。このような環境

の中、バイオ業界向けの自動精密位置決め装置は比較的堅調に推移してまいりました。しかし、半導体業

界向けの手動位置決め製品及び液晶業界向けの加工機組込み用光学素子製品は直前四半期に比べ回復基調

で推移したものの、前年同期と比較すると大幅に減少いたしました。システム製品事業におきましては、

比較的堅調に推移していたバイオ関連製品は新政権による歳出削減策の影響が懸念されており、又、半導

体業界及び液晶業界の新規設備投資・研究開発投資については大幅な縮小・延期の動きが継続しておりま

す。このような環境の中、ＦＰＤ業界向けの検査装置組込み用ユニット製品及び半導体業界向けＯＥＭ製

品、更にレーザプロセシングシステムの受注停滞を受け、前年同期比大幅減少となり、セグメント間の内

部売上高を含む売上高は13億１千８百万円（前年同期比30.6％減）となり、営業利益は８千９百万円（前

年同期比72.3％減）となりました。 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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② 北米  

 北米は、米国失業率の上昇に歯止めがかからず景況感回復の兆しが見られない中、当社子会社の有力マ

ーケットであるメディカル、防衛関連及びホームセキュリティ、半導体が低調であり、長引く景気低迷の

影響で受注が大幅に減少したことにより、一部ＯＥＭで大口受注を取り込んだものの、セグメント間の内

部売上高を含む売上高は１億４千６百万円（前年同期比44.2％減）となり、営業利益は０百万円（前年同

期比は99.0減）となりました。 

（2）財政状態の分析  

（資産） 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて3.6％減少し、51億９千万円となりました。これは、現金及び預金

が１億４千６百万円増加し、棚卸資産が２億８千５百万円減少したことなどによるものです。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.8％減少し、69億５千４百万円となりました。これは、建物及び

構築物が７千３百万円、機械装置及び運搬具が８千６百万円がそれぞれ減少したことなどによるものです。

  この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて3.2％減少し、121億４千４百万円となりました。 

（負債） 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて6.2％減少し、９億４千４百万円となりました。これは、支払手形

及び買掛金が４千４百万円増加し、短期借入金が５千４百万円減少したことなどによるものです。 

  固定負債は、前連結会計年度末に比べて11.0％減少し、６億１千５百万円となりました。これは、長期借

入金が８千７百万円減少したことなどによるものです。 

  この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて8.2％減少し、15億５千９百万円となりました。 

（純資産） 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.4％減少し、105億８千４百万円となりました。これは、主に

配当金支払などにより利益剰余金が１億６千３百万円減少したことによるものです。 

 （3）キャッシュ・フローの状況 

  当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の四半期末残高は14億１千

１百万円となり、前四半期連結会計期間末に比べ２千２百万円の増加となりました。各キャッシュ・フローの

状況とそれらの主な要因は、次のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

    営業活動の結果得られた資金は１億１千７百万円となりました。 

 これは売上債権の増加２億９千万円等による減少要因があったものの、棚卸資産の減少１億４千７百万円、減

価償却費１億３百万円、仕入債務の増加１億１千４百万円で増加したことなどによるものです。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

    投資活動の結果使用した資金は９百万円となりました。 

 これは主に有形・無形固定資産の取得による支出９百万円があったことによるものです。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

    財務活動の結果使用した資金は６千１百万円となりました。 

 これは借入金の調達５億円があったものの、借入金の返済による支出５億６千１百万円があったことによるも

のです。 

 なお、現金及び現金同等物に係る換算差額は２千４百万円の減少となっております。 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

又、新たに生じた課題もありません。 

（5）研究開発活動 

 当第２四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、２千８百万円です。 

  なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。 
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(1）主要な設備の状況 

 当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更はありません。又、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。 

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

  

 （注）上記の他、自己株式が364千株あります。 

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  32,000,000

計  32,000,000

種類 
第２四半期会計期間末現在
発行数（株） 

（平成21年11月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成22年１月13日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  7,811,728  7,811,728 ジャスダック証券取引所 単元株式数100株 

計  7,811,728  7,811,728 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【ライツプランの内容】

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総数
増減数（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成21年９月１日～

平成21年11月30日  
－  7,811,728 －  2,623,347 －  3,092,112

（５）【大株主の状況】

  平成21年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

浜松ホトニクス株式会社 静岡県浜松市東区市野町1126-1  1,000  12.80

森 昤二 東京都練馬区  712  9.11

竹田 和平 愛知県名古屋市天白区  390  4.99

シグマ光機取引先持株会 埼玉県日高市下高萩新田17-2  351  4.50

株式会社埼玉りそな銀行 埼玉県さいたま市浦和区常盤7-4-1  203  2.59

富国生命保険相互会社 東京都千代田区内幸町2-2-2  200  2.56

株式会社サンライズクリエート 埼玉県鶴ヶ島市松ヶ丘2-9-33-209  190  2.43

シグマ光機従業員持株会 埼玉県日高市下高萩新田17-2  180  2.31

杉山 大樹 埼玉県川越市  146  1.87

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町1-1-2  110  1.40

計 －  3,484  44.60
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      ①【発行済株式】 

 ②【自己株式等】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。 

 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。   

（1）新任役員 

  該当事項はありません。   

（2）退任役員 

  該当事項はありません。  

（3）役職の異動  

（６）【議決権の状況】

  平成21年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等）   普通株式  364,300 － － 

完全議決権株式（その他）   普通株式 7,446,600  74,466 － 

単元未満株式   普通株式        828 － 
１単元（100株）未満

の株式 

発行済株式総数  7,811,728 － － 

総株主の議決権 －  74,466 － 

  平成21年11月30日現在

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有株
式数（株） 

他人名義所有株
式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

シグマ光機株式会社 
埼玉県日高市下高

萩新田17-2 
 364,300 －  364,300  4.66

計 －  364,300 －  364,300  4.66

２【株価の推移】

月別 
平成21年 
６月 

７月 ８月 ９月 10月 11月

最高（円）  678  697  690  690  649  640

最低（円）  606  628  630  630  613  558

３【役員の状況】

 新役職名 旧役職名
氏名  異動年月日 

役名 職名  役名 職名

取締役  
光学システム・機器製品本部

長 兼 自動応用製品部長    
取締役 

光学システム・機器製品本部

長 
水村 峯夫 平成21年９月１日
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年９月１日から平成20年11月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年６月１日から平成20年11月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年６月１日から平

成21年11月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年９月１日から

平成20年11月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平成20年11月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。又、当第２四半期連結会計期

間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年６月１日から平成21年

11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。 

 なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツ

となっております。 

  

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,666,659 1,520,242

受取手形及び売掛金 1,585,591 1,588,969

有価証券 351,912 373,810

商品及び製品 623,000 749,381

仕掛品 114,329 113,862

原材料及び貯蔵品 649,221 808,574

繰延税金資産 140,892 125,661

その他 60,974 105,601

貸倒引当金 △2,574 △2,443

流動資産合計 5,190,008 5,383,659

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※1  1,263,534 ※1  1,337,298

機械装置及び運搬具（純額） ※1  741,880 ※1  828,816

土地 1,501,293 1,551,624

その他（純額） ※1  115,853 ※1  136,716

有形固定資産合計 3,622,561 3,854,456

無形固定資産   

その他 80,076 76,845

無形固定資産合計 80,076 76,845

投資その他の資産   

投資有価証券 244,999 238,026

投資不動産（純額） ※1  2,343,847 ※1  2,328,426

繰延税金資産 149,418 150,620

その他 552,206 547,298

貸倒引当金 △39,013 △38,826

投資その他の資産合計 3,251,458 3,225,545

固定資産合計 6,954,095 7,156,848

資産合計 12,144,104 12,540,507
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 483,195 439,059

短期借入金 204,569 259,392

未払法人税等 17,287 －

役員賞与引当金 － 4,000

受注損失引当金 112 －

その他 239,048 304,568

流動負債合計 944,213 1,007,021

固定負債   

長期借入金 80,988 168,611

退職給付引当金 323,693 314,455

役員退職慰労引当金 118,363 115,523

その他 92,443 93,032

固定負債合計 615,488 691,622

負債合計 1,559,701 1,698,643

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,623,347 2,623,347

資本剰余金 3,092,112 3,092,112

利益剰余金 5,263,677 5,427,210

自己株式 △266,145 △266,145

株主資本合計 10,712,991 10,876,525

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 28,571 25,683

為替換算調整勘定 △191,732 △99,309

評価・換算差額等合計 △163,160 △73,626

少数株主持分 34,571 38,963

純資産合計 10,584,402 10,841,863

負債純資産合計 12,144,104 12,540,507
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年６月１日 
 至 平成20年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年11月30日) 

売上高 3,664,094 2,601,958

売上原価 2,159,982 1,704,484

売上総利益 1,504,112 897,474

販売費及び一般管理費 ※1  1,183,867 ※1  993,500

営業利益又は営業損失（△） 320,245 △96,026

営業外収益   

受取利息 12,989 3,327

受取配当金 1,845 1,211

不動産賃貸料 97,386 99,287

その他 26,020 21,235

営業外収益合計 138,242 125,062

営業外費用   

支払利息 5,529 3,989

不動産賃貸費用 42,726 45,457

その他 6,100 9,434

営業外費用合計 54,357 58,882

経常利益又は経常損失（△） 404,130 △29,845

特別損失   

固定資産除却損 － 2,202

貸倒引当金繰入額 6,160 502

退職給付費用 126,346 －

減損損失 － ※2  29,708

特別損失合計 132,506 32,413

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

271,624 △62,258

法人税、住民税及び事業税 218,523 8,998

法人税等調整額 △75,918 △18,618

法人税等合計 142,604 △9,619

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1,081 △816

四半期純利益又は四半期純損失（△） 127,937 △51,822
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成20年11月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

売上高 2,028,208 1,402,522

売上原価 1,182,208 915,844

売上総利益 846,000 486,677

販売費及び一般管理費 ※1  594,901 ※1  496,677

営業利益又は営業損失（△） 251,098 △9,999

営業外収益   

受取利息 7,082 1,878

受取配当金 1,514 1,109

不動産賃貸料 50,262 50,118

その他 12,394 16,591

営業外収益合計 71,255 69,697

営業外費用   

支払利息 3,179 1,906

不動産賃貸費用 22,115 23,060

その他 2,129 2,078

営業外費用合計 27,425 27,045

経常利益 294,928 32,652

特別損失   

固定資産除却損 － 2,202

貸倒引当金繰入額 3,435 1,452

減損損失 － ※2  29,708

特別損失合計 3,435 33,363

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

291,493 △710

法人税、住民税及び事業税 114,880 4,455

法人税等調整額 10,475 3,963

法人税等合計 125,355 8,418

少数株主利益又は少数株主損失（△） 596 △451

四半期純利益又は四半期純損失（△） 165,541 △8,678
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年６月１日 

 至 平成20年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

271,624 △62,258

減価償却費 200,642 206,161

減損損失 － 29,708

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,041 820

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,000 △4,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 140,540 9,238

受取利息及び受取配当金 △14,835 △4,539

支払利息 5,529 3,989

売上債権の増減額（△は増加） 37,317 △4,093

たな卸資産の増減額（△は増加） 10,095 263,289

仕入債務の増減額（△は減少） △212,687 85,428

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,132 7,355

その他 △23,366 △78,055

小計 413,034 453,045

利息及び配当金の受取額 12,309 3,393

利息の支払額 △5,765 △4,177

法人税等の還付額 － 60,923

法人税等の支払額 △227,202 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 192,377 513,184

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △34,991 △24,804

定期預金の払戻による収入 34,899 24,725

有価証券の取得による支出 △799,320 △2,299,446

有価証券の償還による収入 800,000 2,299,446

有形固定資産の取得による支出 △163,620 △89,036

無形固定資産の取得による支出 △3,791 △13,139

その他 △893 △47

投資活動によるキャッシュ・フロー △167,717 △102,302

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,000,000 800,000

短期借入金の返済による支出 △1,000,000 △800,000

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 △132,514 △140,103

自己株式の取得による支出 △185,174 －

配当金の支払額 △114,456 △111,711

その他 △733 △363

財務活動によるキャッシュ・フロー △132,878 △252,178

現金及び現金同等物に係る換算差額 22,577 △34,263

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △85,640 124,440

現金及び現金同等物の期首残高 1,024,571 1,287,113

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  938,930 ※  1,411,554
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年６月１日 
至 平成21年11月30日） 

会計処理基準に関する事項の変更 売上高及び売上原価の計上基準の変更 

 システム製品事業等の受注生産に係る収益の計上基準については、

「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27

日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用

し、第１四半期連結会計期間に着手した契約から、当第２四半期連結会

計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約につい

ては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の

契約については工事完成基準を適用しております。  

  これによる売上高、損益に与える影響はありません。 

【簡便な会計処理】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年６月１日 
至 平成21年11月30日） 

固定資産の減価償却の方法  定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年11月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年５月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

4,227,534千円 

投資不動産の減価償却累計額 

315,239千円 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

          4,201,876千円 

投資不動産の減価償却累計額 

271,774千円 

２ 保証債務 

 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、

債務保証を行っております。 

  

相手先 金額（千円）

タックコート㈱  71,112

シグマ光機共済会  2,287

２ 保証債務 

 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、

債務保証を行っております。 

相手先 金額（千円）

タックコート㈱  80,354

シグマ光機共済会  3,175

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年６月１日 
至 平成20年11月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年６月１日 
至 平成21年11月30日） 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給与手当 380,008千円 

退職給付費用 21,446千円 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給与手当 371,208千円 

退職給付費用 18,353千円 

           ―――――――― ※２．減損損失 

    当第２四半期連結累計期間において、当社グル 

   ープは以下の資産グループについて減損損失を計 

   上しました。  
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前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年６月１日 
至 平成20年11月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年６月１日 
至 平成21年11月30日） 

  

 当社グループは、継続的に損益の把握をおこなっ

ている事業の種類別セグメントを基礎として、又、

遊休資産及び賃貸用不動産については個々の物件ご

とに資産グループを決定しております。 

 上記賃貸用不動産については市場価格が著しく下

落したため、当該資産グループの帳簿価額を回収可

能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（29,708

千円）として特別損失に計上しました。その内訳

は、投資不動産（土地）24,065千円及び投資不動産

（建物）5,643千円であります。 

 なお、当該資産グループの回収可能価額は、不動

産鑑定評価基準に基づく鑑定評価額を採用しており

ます。                     

場所 用途 種類 

埼玉県川越市 賃貸用不動産 
投資不動産 

（土地・建物）

東京都荒川区 賃貸用不動産 
投資不動産 

（土地・建物）

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年９月１日 
至 平成20年11月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年９月１日 
至 平成21年11月30日） 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給与手当 194,279千円 

退職給付費用 10,755千円 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給与手当 192,016千円 

退職給付費用 8,900千円 

―――――――― ※２．減損損失 

 当第２四半期連結会計期間において、当社グルー

プは以下の資産グループについて減損損失を計上し

ました。 

 当社グループは、継続的に損益の把握をおこなっ

ている事業の種類別セグメントを基礎として、又、

遊休資産及び賃貸用不動産については個々の物件ご

とに資産グループを決定しております。 

 上記賃貸用不動産については市場価格が著しく下

落したため、当該資産グループの帳簿価額を回収可

能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（29,708

千円）として特別損失に計上しました。その内訳

は、投資不動産（土地）24,065千円及び投資不動産

（建物）5,643千円であります。 

 なお、当該資産グループの回収可能価額は、不動

産鑑定評価基準に基づく鑑定評価額を採用しており

ます。 

場所 用途 種類 

埼玉県川越市 賃貸用不動産 
投資不動産 

（土地・建物）

東京都荒川区 賃貸用不動産 
投資不動産 

（土地・建物）
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当第２四半期連結会計期間末（平成21年11月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成21年６月１日 至

平成21年11月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

普通株式    7,811,728株 

２．自己株式の種類及び株式数 

普通株式          364,328株 

    ３．新株予約権等に関する事項 

  該当事項はありません。 

４．配当に関する事項 

      （1）配当金支払額 

      （2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年６月１日 
至 平成20年11月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年６月１日 
至 平成21年11月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年11月30日現在） （平成21年11月30日現在） 

  

  （千円）

現金及び預金勘定 1,353,953

有価証券勘定 388,047

その他－流動資産 3,972

別段預金  △148

預入期間が３か月を超える定期預金 △756,893

預入期間が３か月を超える譲渡性預金 △50,000

現金及び現金同等物 938,930

   

  （千円）

現金及び預金勘定 1,666,659

有価証券勘定 351,912

預入期間が３か月を超える定期預金 △557,018

預入期間が３か月を超える譲渡性預金 △50,000

現金及び現金同等物 1,411,554

（株主資本等関係）

  
  

決議 
株式の種類 

配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年７月10日 

取締役会 
普通株式  111,711  15  平成21年５月31日  平成21年８月７日 利益剰余金 

  
  

決議 
株式の種類 

配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年１月８日 

取締役会 
普通株式  111,711  15  平成21年11月30日  平成22年２月12日 利益剰余金 
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年９月１日 
至 平成20年11月30日） 

要素部品事業
（千円） 

システム製品
事業 

（千円） 
計（千円）

消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  1,627,967  400,240  2,028,208  －  2,028,208

(2）セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  1,627,967  400,240  2,028,208  －  2,028,208

営業利益（又は営業損失）  342,312  22,858  365,171  (114,072)  251,098

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年９月１日 
至 平成21年11月30日） 

要素部品事業
（千円） 

システム製品
事業 

（千円） 
計（千円）

消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  1,171,461  231,060  1,402,522  －  1,402,522

(2）セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  1,171,461  231,060  1,402,522  －  1,402,522

営業利益（又は営業損失）  88,138  (1,790)  86,347  (96,347)  (9,999)

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年６月１日 
至 平成20年11月30日） 

要素部品事業
（千円） 

システム製品
事業 

（千円） 
計（千円）

消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  3,116,910  547,184  3,664,094  －  3,664,094

(2）セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  3,116,910  547,184  3,664,094  －  3,664,094

営業利益（又は営業損失）  608,824  (63,763)  545,060  (224,815)  320,245

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年６月１日 
至 平成21年11月30日） 

要素部品事業
（千円） 

システム製品
事業 

（千円） 
計（千円）

消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  2,278,594  323,364  2,601,958  －  2,601,958

(2）セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  2,278,594  323,364  2,601,958  －  2,601,958

営業利益（又は営業損失）  153,472  (51,086)  102,386  (198,412)  (96,026)
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 （注）１．事業区分の方法 

 事業は製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

３．会計処理の方法の変更 

前第２四半期連結累計期間  

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用し

ております。評価基準については、主として移動平均法による原価法から主として移動平均法による原価

法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

 これによる営業利益（又は営業損失）への影響はありません。 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告

第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 これによる営業利益（又は営業損失）への影響はありません。 

当第２四半期連結累計期間  

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間よりシステム製品事業等の受注生産に係る収益の計上基準については、「工事契約に関する会計

基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会

計期間に着手した契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認めら

れる契約については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工

事完成基準を適用しております。 

 これによる売上高及び営業利益（又は営業損失）への影響はありません。 

  

事業区分 製品区分 主要製品 

要素部品事業 

光学基本機器製品 ステージ、ホルダー、ベース他 

自動応用製品 
自動位置・姿勢決めユニット、光計測・制御ユニ

ット、 計測・制御ソフトウェア他 

光学素子・薄膜製品 

マルチエレメントオプティクス、ミラー、ビーム

スプリッタ、フィルター、レンズ、プリズム、ポ

ラライザ、基板、ウィンドウ他 

システム製品事業 光学システム製品 

レーザプロセシングシステム、各種ＦＰＤ評価・

検査ユニット・システム、マイクロマニピュレー

ター、レーザマイクロカッター、 各種特注シス

テム製品他 
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間
（自 平成20年９月１日 
至 平成20年11月30日） 

日本(千円) 北米(千円)
その他の地
域(千円) 

計(千円)
消去又は全
社(千円) 

連結(千円)

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  1,769,210  256,910  2,086  2,028,208  －  2,028,208

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 130,277  6,331  60,540  197,149  (197,149)  －

計  1,899,487  263,242  62,627  2,225,357  (197,149)  2,028,208

営業利益（又は営業損失）  322,866  34,614  7,689  365,171  (114,072)  251,098

当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成21年11月30日） 

日本(千円) 北米(千円)
その他の地
域(千円) 

計(千円)
消去又は全
社(千円) 

連結(千円)

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  1,260,983  141,539  －  1,402,522  －  1,402,522

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 57,420  5,252  30,954  93,628  (93,628)  －

計  1,318,404  146,792  30,954  1,496,151  (93,628)  1,402,522

営業利益（又は営業損失）  89,582  347  (3,583)  86,347  (96,347)  (9,999)

前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年６月１日 
至 平成20年11月30日） 

日本(千円) 北米(千円)
その他の地
域(千円) 

計(千円)
消去又は全
社(千円) 

連結(千円)

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  3,182,741  471,790  9,562  3,664,094  －  3,664,094

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 228,365  14,238  116,719  359,323  (359,323)  －

計  3,411,107  486,029  126,282  4,023,418  (359,323)  3,664,094

営業利益（又は営業損失）  464,525  67,704  12,830  545,060  (224,815)  320,245

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年６月１日 
至 平成21年11月30日） 

日本(千円) 北米(千円)
その他の地
域(千円) 

計(千円)
消去又は全
社(千円) 

連結(千円)

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  2,325,630  271,903  4,424  2,601,958  －  2,601,958

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 99,603  10,999  55,138  165,741  (165,741)  －

計  2,425,234  282,903  59,562  2,767,700  (165,741)  2,601,958

営業利益（又は営業損失）  110,924  (1,373)  (7,164)  102,386  (198,412)  (96,026)
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 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。 

北米・・・米国 

３．会計処理の方法の変更 

前第２四半期連結累計期間  

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用し

ております。評価基準については、主として移動平均法による原価法から主として移動平均法による原価

法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

 これによる営業利益（又は営業損失）への影響はありません。 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告

第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 これによる営業利益（又は営業損失）への影響はありません。 

当第２四半期連結累計期間  

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間よりシステム製品事業等の受注生産に係る収益の計上基準については、「工事契約に関する会計

基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会

計期間に着手した契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認めら

れる契約については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工

事完成基準を適用しております。 

 これによる売上高及び営業利益（又は営業損失）への影響はありません。 
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 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。 

北米・・・米国、カナダ 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 前連結会計年度末に比べ著しい変動が認められないため、記載しておりません。 

 該当事項はありません。 

    該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年９月１日 
至 平成20年11月30日） 

北米 その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高（千円）  192,601  144,410  337,012

Ⅱ．連結売上高（千円）              2,028,208

Ⅲ．連結売上高に占める

海外売上高の割合

（％） 

 9.5  7.1  16.6

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年９月１日 
至 平成21年11月30日） 

北米 その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高（千円）  118,992  135,202  254,194

Ⅱ．連結売上高（千円）              1,402,522

Ⅲ．連結売上高に占める

海外売上高の割合

（％） 

 8.5  9.6  18.1

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年６月１日 
至 平成20年11月30日） 

北米 その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高（千円）  376,266  272,635  648,902

Ⅱ．連結売上高（千円）              3,664,094

Ⅲ．連結売上高に占める

海外売上高の割合

（％） 

 10.3  7.4  17.7

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年６月１日 
至 平成21年11月30日） 

北米 その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高（千円）  228,335  263,895  492,230

Ⅱ．連結売上高（千円）              2,601,958

Ⅲ．連結売上高に占める

海外売上高の割合

（％） 

 8.8  10.1  18.9

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）

（ストック・オプション等関係）

（企業結合等関係）
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１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 （注） １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（１株当たり情報）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年11月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年５月31日） 

１株当たり純資産額 1,416.57 円 １株当たり純資産額 1,450.55 円

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年６月１日 
至 平成20年11月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年６月１日 
至 平成21年11月30日） 

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希

薄化効果を有している潜在株式が存在していないため記載

しておりません。  

１株当たり四半期純利益金額 16.96 円

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１

株当たり四半期純損失であり、又、潜在株式が存在してい

ないため記載しておりません。  

１株当たり四半期純損失金額 6.95 円

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年６月１日 
至 平成20年11月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年６月１日 
至 平成21年11月30日） 

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円）  127,937  △51,822

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円） 
 127,937  △51,822

期中平均株式数（千株）  7,542  7,447

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

 －  － 

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年９月１日 
至 平成20年11月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年９月１日 
至 平成21年11月30日） 

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希

薄化効果を有している潜在株式が存在していないため記載

しておりません。  

１株当たり四半期純利益金額 22.19 円

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１

株当たり四半期純損失であり、又、潜在株式が存在してい

ないため記載しておりません。  

１株当たり四半期純損失金額 1.16 円

  
前第２四半期連結会計期間
（自 平成20年９月１日 
至 平成20年11月30日） 

当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成21年11月30日） 

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円）  165,541  △8,678

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円） 
 165,541  △8,678

期中平均株式数（千株）  7,457  7,447

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

 －  － 
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 重要なリース取引を行っておりませんので、記載しておりません。 

 平成22年１月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

（イ）中間配当による配当金の総額       111,711千円 

（ロ）１株当たりの金額            15円00銭 

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日   平成22年２月12日 

（注）平成21年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成21年11月30日） 

該当事項はありません。 

（リース取引関係）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年１月９日

シグマ光機株式会社 

取締役会 御中 

監査法人トーマツ 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 中川 幸三  印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 芝田 雅也  印 

          

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシグマ光機株式

会社の平成20年６月１日から平成21年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年９月１日から平

成20年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平成20年11月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シグマ光機株式会社及び連結子会社の平成20年11月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含ませていません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成22年１月６日

シグマ光機株式会社 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 久保 伸介  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 芝田 雅也  印 

          

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシグマ光機株式

会社の平成21年６月１日から平成22年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平

成21年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年６月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シグマ光機株式会社及び連結子会社の平成21年11月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含ませていません。 
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【表紙】

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成22年１月13日 

【会社名】 シグマ光機株式会社 

【英訳名】 SIGMA KOKI CO., LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  森 昤二 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 埼玉県日高市下高萩新田17番地２ 

【縦覧に供する場所】 シグマ光機株式会社 東京本社 

（東京都墨田区緑１丁目19番９号） 

株式会社ジャスダック証券取引所 

（東京都中央区日本橋茅場町１丁目５番８号） 
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 当社代表取締役森昤二は、当社の第35期第２四半期（自平成21年９月１日 至平成21年11月30日）の四半期報告書

の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。 

  

 特記すべき事項はありません。 

  

１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２【特記事項】
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